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資 料

大学生 に お ける進路決定 自己効力 と時間的展望 との 関連

冨　安　浩　樹
1

　　　RELATIONSH 【P　BETWEEN 　CAREER 　DECISION −MAKING

SELF −EFFICACY 　AND 　TIME 　PERSPECTIVE 【N 　 UNDERGRADUATES

Hiroki　TOMIYAsu

　　This　study 　lnves亡igated　the　 relationship 　between 　career 　 d  ision−making 　self −

efficacy 　and 　time 　perspective 　in　undergraduates ． 231　undergradua 亡es　were 　adminis −

trated　CDMSE −U ：J（Career　Decision−Maklng　Self−Efflcacy　Scale　for　Undergraduates
in　japan），　Cottle

’
s　Circles　Test　which 　rneasured 　tenlporal　dominance，　tempora】devel・

opment ，　and 　temporal 　relatedness ，　and 　a　time 　attitude 　scale 　composed 　of 　20　pairs　of

adjectives 　to　measure 　image 　toward 　personal　future．　 The 　result 　showed 　significant

relationship 　between　career 　decision−making 　se 】f−efficacy 　and 　time 　perspective，　that

is，　future　dominance ，　future　development 　and 　temporal 　integtration、　 Another　result

showed 　 significant 　relationship 　 between　 career 　 decision−making 　self−effまcacy 　 and

positive 　image　of　future．　 It　might 　alsQ 　be　added 　that　significant 　relationshipbetween

career 　decision−making 　self
−
efficacy 　and 　time　perspective ，　especially 　perspective

toward 　personal　future　was 　obtained ．

　　Key 　 werds 　 l　 career 　 decision−making 　 self −efficacy ，　 time 　 perspective ，  der−

graduates，

問題 と 目的

　 Bandura （1977）は ， 成果を生み 出す た め の行動 を ど

の 程度 適切 に 実行 で きるか ど う か の 確信度 を自己効力

と呼ん だ 。 青年期 の 進路決定に お い て も， 進路 決定 と

い う成果 を生み 出す た め の 行動を ど の程度実行で き る

か どうか の 確信度 ， すなわ ち進 路決定 自己効 力 が 進 路

決定の 重要な
一

要因で あ る と して 注目され て い る 。 そ

し て ，進路決定 自己効力 と進路決定諸行動 と の 間 に 有

意 な関連 を認 め る研 究 が報告され て い る。たとえば ，

自己 効 力 の 概 念 を職 業 選 択 に 適 用 し た Betz　＆

Hackett ｛19SI） は，大学生を対象と し て，2 種 の 職業

の 選択 に対 す る 自己効力が高 い と職業選択 の 幅が広 が

1　 広 島大 学教 育学研 究 科 〔Graduate　 Schoot

Hiroshima 　University）

of 　Educatien，

る こ と を見 い だ し て い る 。 Blustein（1989） は ， 職業選

択 自己効力 が高 い ほ ど進路 探査活動 が 活発 に 行われ る

こ と を明 らか に し て い る 。 浦上 （1994）は ， 進路選択 に

対 す る自己効力 （ig92年 6 月 ）と実際 の 就職活動 （1992年

1  月）に つ い て の調査 を行 っ た結果 ， 進路選択 に 対 す る

自己効力 と就職先の 決定率 ， 就職活動へ の満足感 ， 就

職 先 へ の 満足感 との 間 に 有意 な関連 を見 い だ し て い る。

　冨安 （ユ997）は ， 大学生 を対象 として ， 進路決定自己

効力が 高い ほ ど進路選択行動，自己評価行動，情報収

集行動 ， 計 画立案 行動 が活 発 に 行 われ る こ とを明 らか

に して い る 。

　 と こ ろ で，Lewin 〔195］） は 「心理 学的過去や 未 来

は，

一
定時 tに存在す る心理 学的場 の 同時 的部分 で あ

る と い う こ と を 知 る の は 大切 で あ る 」 と述 べ て い る 。

したが っ て ，あ る時点 で の 心理 学的事象を検討 す る場

合 ， そ の 事 象 と関連 す る過去 や未来 も考慮す る必 要 が
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あ る と考 え ら れ る 。 また都筑 （ユ993） も ， 個人 の行動の

意味を明 らか に し よ うとす れ ば ， 過去 ・
現在 ・未来 の

力動的な相互作用 の 中で そ れを捉えな けれ ばな らな い

として い る 。 こ の よう に 人 間の 心理 的事象や 行動 に は，

過去一現 在一未来 の 時間的次元 が関連して い る と考 え

られ る が
， 本研究で 取 り扱 う進路決定自己効力 に も こ

の こ と が あて は ま る で あ ろ う。た と えば進路 決定 に 際

して は ， 過 去を ふ り返 り， 現在 を見 つ め ， 将来を予測

す る 心理 的過程が 存在す る が故に ， 「あ る与えられ た時

に 存在す る個人 の 心理学的未来及 び心理 学的過去 の見

解の 総体」（Lewin、1951）， す な わ ち時間的展望 （Time

Perspective）を ど れ だ け持て るか が，有効な進路 決定行

動 の 重要 な規定 因 とな る で あ ろ う。 さ ら に ， 自己効力

が将来の 行動遂行の 確信度 を意味す る こ と か ら考え る

と ， 自己 効力 と将 来 に 対 す る 見通 し，つ ま り未来に対

す る時間 的展望 との 間 に 密接な関連があ る と考 え られ

る 。 特に ， 進路決定 の た め の 行動は将来 の 自己像や進

路 目標 と の 関わ りでな され る こ とが 多い 故 に ， 進路決

定 に 対す る自己効 力 は未来 に対す る時閲的展望 と関連

が 深 い で あ ろ う 。 ま た 自己 効 力 は
， 行動 に 対す る統制

感で あ る と も考え られ るが
， 杉山 （1994）は ，

一
般的統

制感 は 未来 に お け る成果獲得に 対す る 期待 が 一
般 化 さ

れ た もの で あるので，個人 の 未来 へ の 時間的展望 の 形

成 と密接 な関連を持 つ として い る 。

　 こ の よ うに ， 進路決定 と 自己効力 の 両者 ともに 時間

的概念が 含 まれ る こ とか ら考 え る と， 時閾的展望特 に

未来 に 対 す る 時間的展望 を 持 て れ ば ， 将来 の 進路 決定

行動の確信度で あ る進路 決定自己効力 が高 くな る と考

え ら れ る。

　 さ て ， 進路決定自己効力 と時間的展 望 の 関連を直接

検討 し た もの は み あたらな い が ，そ の 関連 を示唆 す る

研究 は 散 見 さ れ る 。

　加藤 （1983） は ， 現在の 自己投入 ， 過去の 危機，将来

の 自己投入 の 希求の 観点 か ら，過去 ， 現 在 ， 未来の 自

己 の あ り方 を考慮に い れ て 同
一

性地位に つ い て検討し

て い る 。 都筑 ｛1993｝は，大学生 に お ける自我同
一

性と

時間的展望 の 関連 を検討 し ， （1）自我同
一

性 を達成し た

もの は過去 ・現在 ・未来を よ り統合 し て い る，  自我

同
一

性地位 に よ っ て過去 ・現在 ・未来 の 時間的搆造の

相 違が認 め られ る ， とい う仮説を検証 して い る 。 ま た ，

Erikson（19501 は 自我同一性 の 形成 に お い て ，　 Marcia

（ユ9fi6）は アイデ ン テ ィ テ ィ 地位 面接 （Eg 。　Identity　Status

lnterview）に お い て ， 職業が重 要 な領域 で あ る こ と を指

摘 し て い る こ と か ら す る と ， 加藤 （］983），都筑 （199ヨ）

の研究 は進路意識 と時間的展望 との 関連 を示唆 して い

る と い える。

　 Maddux ，　 Sherer＆ Rogers 〔1982） は，自己効 力 と

想定 し た 行動 に お い て 成果を生 み 出せ る か ど うか の 確

信度 を意味す る結果期待 （。 utc 。 me 　expectancy ）との 関連

を検討 し て い る 。 林 ・瀧本 （1992） は ，

一
般性セ ル フ ・

エ フ ィ カ シ ー得点と時間的展望得点 と の 間 に 関連 を見

い だ し て い る。ま た 浦上 （1993）は，高校 3 年生 を対象

と して，進路選択 に対す る 自己効力 と進路や 人生 に 関

す る自由記述 と の関連 を検討し，進路選択 に 対 す る 自

己効力の 高 い 者 は，進路 に つ い て の 目的意識 を は っ き

りと持 っ て い る こ とを指摘 して い る。さ ら に浦上 （1995＞

は ， 女 子短期大学生を対 象 と して ， 進路選択に対す る

自己効力 と将来 の 進路 を決 め られ な い 職業不決断 の 間

に は関 連が あ る と し て い る。

　 こ の よ う な加藤 （1983〕，都筑 （1993）の 自我同
一

性 と

時 間的 展 望 と の 関 連 ， Maddux ，　Sherer＆ Rogers

（ユ982）， 浦 上 （1993 ），浦 上 （1995）の 自己効力 と将来の

目標や行動と の 関連．林 ・瀧本 （1992） の 自己効力 と時

間的展 望 と の 関連 の検討 ， さ ら に は 自己効力 と は期待

さ れ た行動 を実行 で きるか どうか の 確信度で あ る と い

うこ と な ど か ら考 える と， 進路決定 自己効力 と時間的

展望特 に 未来に対す る時間的展望 との 問に は関連があ

る と予想さ れ る の で ，こ の こ とを本研 究で は検討 し た

い e

　本研究で は 時間的展 望 を測定 す る尺度 と して Cir−

cles 　Test を用 い た。そ の 理 由 は ， 進路決定 自己 効力 と

時間的展望 に 関す る直接的な 研究 は みあた らない の で ，

探索的 と い う意味 も含め て，Circles　Testが時間的展

望の 3 っ の 側面 を 1 度 に 測定で き る投映的技法 〈都筑

1982＞ だ か らで あ る 。

　都筑 ｛1982）は，時間的展 望 の 構造 を認知 的側 面 と情

緒 的側 面 に 分類 し， 投影 的技法は主 と し て 認 知的側面

を研究 す る技法 で あ る こ と を指摘 して い る。そ こ で ，

Circles　Test で は 測定 しが た い 情緒的側面で ある時間

イ メ
ージ に っ い て は SD 法に よ っ て 測定す る。

　 こ れ ら の こ と を考慮 し本研 究 で は ， Circles　Test お

よ び SD 法 に よっ て 時間的展望 を捉 え， 主 と し て 次の

2 点 に つ い て検討す る 。

　〈1＞時間的展望特に 未来 に 対 する時間 的展望 を持 て る

ほ ど ， 将来の 進路 決定行動遂行 の確信度で あ る進路決

定 自己効 力 は高い で あ ろ う 。

　  未来イ メ ージ が ポ ジ テ ィ ヴ で あ るほ ど ， 将来の 進

路決定行動遂行 の 確 信度 で あ る 進路決定 自己 効力 が 高

い で あ ろう。
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方 法

　調査時期　 1994年 5 月

　被験者　大学 3 年生　231名 〔男性 74名 ，女性 157名）
2

　質問紙　  大学生用進路決定 自己効力尺度 日本語版

（Career　 Decision−Making 　 SElf−Efficacy　 Scale　for　 Under−

graduates 　in　Japan） （CDMSE − U ；J）： こ の 尺度 は ， 冨安

（1977）が ，
Taylor ＆ Bets　6983），　 Crites （1965）． 中

西 （1976 ）， 竹内 ・坂柳 （1982），
お よび下 山 （1986｝ の 各

尺度 を参考に構成 し た もの で あ る 。 調査項目 は ， 日本

の 大学生 の 様 々 な進路を想定し，卒業前お よ び卒業後

の進路決定行動 を調査 す るの に 必 要だ と考 え られ る合

計 54項 目で ，「全 く確信で き な い 」（O 点） か ら 「完全 に

確信で き る」（9 点）まで の ID件 法 で 回答す る よ う に な っ

て い る。高得点ほ ど進路決定自己効力は 高い
。 な お ，

こ の 尺度 は ， 自分 に と っ て 適切 な 進路 を 選 ぶ こ と が で

き る か ど うか の確信度 を測定 す る 「進路 選択」 ［「自分

に と っ て の 理 想の 職業 を明確 に で き る」な ど14項 目］，

進路決定の 過程で 幅広 く有益 な情報 を収集 で きるか ど

う か の 確信度 を測定す る 「情報収集」 ［「興味 を持 つ 職

業に つ い て ， 業界情報誌や 就 職情報誌 や 役所 の 広報誌

な ど で情報を入手で き る」な ど15項 目ユ， 進路 を選 ぶ に

あ た っ て 自分 の 適性 を 明確 に で き る か ど う か の 確信度

を測定す る 「自己評価」〔「自分 の 適性 に つ い て 家族や

先生 や仲間 に 相談で き る」など ll項 目］， 希 望 の 進路 を

実現す る ため に 適切 な計 画 を立案で きる か ど う か の確

信度 で ある 「計画立案」［「進路 の 目標 を達成す るた め

の 計画 に 無理 が 生 じ た 時に は ， 柔 軟に 計 画 を修正 す る

こ とが で き る」な ど 6項 目］，進路 決定 の 過程 で生 じ た

問題に う ま く対処で き る か どうか の 確信度 を測定 す る

「問題解決」 ［「1度就職 した職業が 不満な ら ば ， 職業

を変え る こ とがで きる」な ど 8項 目］の 5 下位尺度で

構成 さ れ て い る 。

　  Circ】es 　Test ： Cottle （1967） を参考に都筑 （1993）

が作成 し た 尺度 を使 用。教 示 は文章 で 「過去，現在，

未来が そ れ ぞ れ 円 で あら わ さ れ て い る と仮定 して ， あ

な た 自身 の 過 去，現在，未来の 関係 に つ い て ，あな た

が感 じて い る こ と を最 もよ くあ らわす よ う に ， 3つ の

円 を描い て 下さ い 。 描 き方は 自由 で す 。 異 な る 大 きさ

の 円 を使 っ て も構 い ま せ ん。描 き終 わ っ た ら ， ど の 円

が過去 ， 現在 ， 末来か が わ か るよ うに書 き入れ て 下 さ

2　 本研 究 で は 3 つ の 尺 度 を用 い て い る が．そ れ ぞ れ の 尺 度 に 欠

測値 が 含 ま れ て お り，分析 時 の 尺 度 の組 合 わ せ に よ りデータ と

して 使用 で きる被 験者 数 は異 な っ た v そ の た め に ， こ こで 示 し

た 度 数 は，TABLE 　1〜TABLE 　6 の 度 数 と は
一

致 し て い な い 。

い 」と 呈示 して ， 教示 文の 下の長方形 の枠 （縦 19．5   ，横

14．2an 〕 の 中に 3 つ の 円 を描 くよ うに 求 めた。

　分析 の 指標 と し て は ， 都筑 （1993） と同様 に ， 時間的

優勢性 ， 時間的展 開性 ， 時 間的関連性 の 3 指標 を と り

あげた 。 な お Circles　Test の 3 指標 に 関す る 日本語 訳

は ， 白井 （1989）を参考 に し た 。

　  時間的優勢性 （Temp ・ ral 　Dominance ） こ れ は過去，

現在 ， 未来 の い ずれ が優勢で あ る か を示 す指標で ， ど

の 円 が 1 番 大 き い か に よ っ て ， ｛1）過 去 優 勢 （Past

Dominance ），（2）現 在優ny（Present　Dominance ）， （3＞未来優

勢（Future　Dorninance），な らび に そ れ ら以外の（4）その 他

〔Others） に 分類 さ れ る 。

　（B）時間 的 展開性 （Temporal 　I］level・ pment ） こ れ は時

間的展望 の 時 間的展 開方向を示す指標 で ある。（1）未来

展 開 （Futuτe　Development ）は ， 過去 ， 現在 ， 未来 の 順 で

円 が 大 き く描 か れ て い る もの で ，こ れ は，過 去 より も

現在 ，さら に 現在よ りも未来 へ と意識が 広が っ て い る

未来 指 向の こ とで あ る。（2｝過去展開 （Past　Development ）

は，過去， 現在 ， 未来の順で 円が 小 さ く描 か れ て い る

もの で， こ れ は，未来よ り も現在 ， さ ら に 現 在よ りも

過去 へ と意 識 が広 が っ て い る過去指向 の こ と で あ る 。

未来展 開 ， 過去展開以外 を（3＞そ の他 （Others）とした 。

　 （C）時 間 的 関連 性 （Temporal 　Relatedness ）　 こ れ は過

去 ， 現在 ， 未来の 統合度 を示 す指標 で あ る 。 過去 と現

在，過去 と未来，現在 と未来の そ れ ぞれ に お い て ， 2

つ の 円が 離れ て い る時 は O 点， 2 つ の 円 が接 し て い る

時 は 2 点 ， 2 つ の 円が重 な っ て い る時 は 4 点， 2 つ の

円 の うち 1 つ の 円 が も う 1 つ の 円に含 まれ て い る時 は

6 点 と した 。 そ して 3 っ の 点 数 を合計 して 次の 3 つ に

分類 し た。〔1）時間的原子（原 子 と記 す場 合 もあ る ）（Temporat

At ・ n ・icity）｛0 点）は
， 過去 と 現在 と未来が そ れ ぞ れ 分離

し て い て全 く ま と ま りの な い 状態。  時間的連続健 続

と記 す 場 合 も あ る） （Temp 。ral 　Continuity） ｛2〜6 点） は ， 過

去 ， 現在 ， 未来が ，
つ らな りつ つ あ る ， も し くは つ ら

な っ て い る状態。   時 問的統合 （統合 と記す 場 合 もあ る）

〔Temp ・ ral 　lntegrati・ n ）（8〜18 点〉は ， 過去 ， 現在 ， 未来が 1

つ に ま とまりっ っ あ る，ある い は ま と ま っ て い る状態 。

　   時間イ メ ージ尺度 ：未来イ メ ージ を測 定す る た め

に ， 勝 俣 （1972） ら の研究 を参考に都筑 （1993）が作成 し

た も の を 使 用 し た。 こ れ は SD 法尺度 で 20の 形容詞対

か ら成 り ［（例）「暖か い
一

冷た い 」， 「明 る い
一暗 い j，

「長 い
一

短 い 」 な ど］， 7 段階 （1〜7 点） で評定 さ せ た。

得点が 高い ほ ど ポ ジ テ ィ ブ な未来イ メ
ージ を持 っ て い

る こ と に な る 。 教示文 は 「あなた 自身 の 未来 をイ メ
ー

ジ し た 場 合，次 の 各対 の ど こ に 最 も よ くあ て は まりま
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す か 」 とした 。

結 果

進路決定 自己効力得点の分布

教 育 心 理 学 研 究 第45巻 第 3 号

　進路決定 自己効力尺度の 下位尺度得点お よび全体得

点 に つ い て ， 男性 ， 女性お よび全体 の 平均値 と標準偏

差値 を TABLE 　1 に 示 した。下位 尺度得点お よ び 全 体得

点の 平均値 に つ い て ， 男女間で t検定 を行 っ た と こ ろ

有意 な差 は見 られ な か っ た。

　 Circles　Test

　Circles　Testに関 し て は，筆者と心理 学 を専攻す る

大学院生 1名の 合計 2 人 で 3指標に つ い て評定 した。
一致率は，時 間的優勢性で は 93．1％ ， 時間的展開性で

は93．5％ ， 時間的関連性で は 97 ．0％ で あ り十分に高 い

一
致率を得る こ とが で きたの で ， 筆者の評定を最終 的

な評 定 とした 。

　時間的優勢性 に つ い て は ， 未来優勢が 最 も多 く約

71％で あ っ た。時間的展開性に つ い て は，未来展 開が

最 も多 く約87％を 占め た
。 時間的関連性に関し て は，

統合が 最 も多 く約 57％だ っ た 。 時間的優勢性 〔κ
2蕭3．O，

df＝2，　n ．s，）， 時間的展開性 （κ
2 ；2．4．　df＝1，n．s．）， 時間的関

連性 〔X2
＝O．8，　df ＝ 2，　n ．s．） の度数分布に 関し ， 男女間 で

カ イ 2 乗検定 を行 っ た と こ ろ有意な差は 見 られ なか っ

た 。なお
， 時間的優勢性 ，時間的展開性 ， お よ び時間

的関連性 に つ い て の 度数 分布は ， TABLE　3，　 TABLE 　4，
TABLE 　5 に 示 し た。

　時間イメージ 尺度

　時間イ メージ 尺度得点 に つ い て 因子分析を行 っ た と

こ ろ
， 第 1 因子 の 固有値が第 2 因子以下の 固有値に比

べ て 非常に 高 い こ と （第 1因 子 9．7，第 2 因子 2．3，第 3 因 子

1．9）．また全 20項 目の Cronbachの α 係数 は．87で あ る

こ とか ら本尺度 は 1次元的尺度 で あ る と判断 した 。 そ

こ で ，2  項 目の 形容詞対の 得点を合計 す る こ と で 未来

イメ ージ得点 とす る こ とに した 。 未来 イ メ ージ 得点 に

つ い て ， 男性，女性お よび全体 の そ れ ぞれ の 平均値 と

標準偏差 を TABLE 　2 に 示 した。未来イ メージ得点の 平

均値に つ い て ，男女間で t検定を行 っ た と こ ろ有意な

差 は見 られな か っ た 。

　進路決定自己効力と Circles　Te8tとの 関連

　前述の ように
， 進路決定 自己効力得点 お よび Circles

Test の 3 指標に お ける度数分布 に ， 男女間で有意な差

は見 られ な か っ た の で ， 男女込 み に し て 分析 を行 っ た 。

　Circles　Test の 3 指標 ， 時間的優勢性 ， 時間的展開

性 ， 時間的関連性 に つ い て ， 被験者を 3 群 また は 2群

に 分け，進路決定 自己 効力 の 全体 得点 と下位尺度得点

の 平均値 と標準偏差 を算出 し ， 分 散分析 ・多重比較

〔テ ユ
ーキー法） あ る い は t検定 を 5 ％水準 で 行 っ た結

果 を TABLE 　3
，
　 TAHLE 　4，

　 TABLE 　5 に 示 した 。

TA 肌 E　2　未来イ メージ 得点 の 平均 と標準偏差

全体　　　　男性

M （SD）　 　 M （SD）

女性　 　　 t値

M （SD〕　 df＝226

未来イ メ
ー

ジ　　97．2（15．8｝　 94．5（15、O）　 98．6（16．a）　 ・1．8＋

度　 　数 228 74 ユ54

“

pく．Ol　争く．05　
＋
pく．10

TABLE　3　時間的優勢性に お ける各群 の 進」路決定 自己

　　　　　効力 得点 の 平 均 ， 標準偏差 ， 分 散 分 析 ，

　　　　　テ ユ
ーキ ー法 に よ る多重比較 の結果

  優勢性   　　 （2）　　   　　　 F 値 　　 多重 比 較

過去　 現 在　 未 来　 df＝ 2／178 （5％水準）

優 勢　 優 勢　 優 勢

TABLE 　1　進路決定自己効 力得点 の 平均 と標準偏差

進 路 選 択

全体　　　　 男性　　　　 女性　　　　t値

M （SD）　　 M （SD）　　 M （SD｝　 df＝201

情報 収 集

進路選 択自己効力　79．4（21，6）

情報収集自己効力　82、7（2D．8＞

自己評価 自己効力　70．5（14、8）

計画立 案 自己効力　28，7（8．1）

問題解決自己効力　39、2（12．D

81甲8（21，2）

83幽9（18．3｝

70．5（15．8）

28．7（　7．5〕
40．9（1L8 〕

78、3（21．9）
82．1（21．9）

70．5｛！4．3）

28．6｛　8、4）
38、4（IZ．3＞

110

．60

．oo

．ll

．4

自己 評価

計画 立案

閤題解決

M

跏

M

罰

MSDM

罰

M

跏

62．526

．168

．721

．965

．0

ユ4．021

．67

，530

，69

．5

70 ．619

．278

．116

、466

．612

．726

．96

．136

．59

．6

83．8　　 13．4榊

2G ．085

．7　　　7．98 ぴ

20，672

．3　　　3．58

15．529

．9　　 12．4撃拿

8．041

．1　　　9．0鱒

玉2．4

〔1）〈（3）

（2×（3｝

（1）〈（3｝

（1｝〈（3）

（lk 

｛1）〈〔3｝

進路決定自己効力 300、5（61．2）　305．9（64．5）　298、0（68．5｝　　0，8

　 　（全体》

全 　体 M248 ．4278 ．7312 ．911 ．6” 　 （1×〔3＞

　　　　 SD 　　67、0　 51．9　 67．ユ　　　　　　　 ｛2｝〈〔3）

度　 　数 203 65 138 N 24　 　 29　　 128

”
P〈．01　

．

P〈．05　
曜
P〈．ID 38p

〈．01　事
p く．05　寺

p〈、10

一 9 
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TABLE 　4 時間的展開性に お ける各群 の進路決定自己

効力得点 の 平 均 ， 標準偏差 ，
t 検定 の 結果

（B）展 開性 　 〔1レ　　　　 〔2）　　　　 t瓸

未 来展 開 　過去 展開　 df＝110

進路 選 択

情報収 集

自己 評価

計 画立案

問 題解決

M 　 　　 S4．O

SD 　　 20．1

M 　 　　 86．3

SD 　 　 21．2

M 　 　　 72．8

SD 　　　15．8

M 　　　 30．4

SD 　 　　 呂．4

M 　 　 　 41．8

SD 　　 　l2．7

63 ．723

．964

．72L565

．713

，722

．17

．531

．77

．8

3．5榊

3．7，，

1．6

3．6纏

3．e”

全 　体 M 　 315．2 　 247．9 　 3．6樽

　 　 　 　 SD　　　69．3　　　 58、3

N 97 15

韓
p〈．01　 ．

p 〈．05　
＋
p〈．ユ 

TABLE 　5　蒔間的関連性 に お け る 各群の 進路決定 自己

　　　　　効 力 得点 の 平 均 ， 標 準 偏差 t 分散分析，

　　　　　テ ユ
ー

キ
ー

法 に よ る多重比較の結果

（c）関連性 ｛1〕　　 （2）　　 〔3＞　　 F 値　　多重比 較

原 子 　 連 続　 絞合 　 df＝2／197 （5％水 準〕

進路 選択

情報 収 集

自己
’
評 価

計 画立 案

問題解 決

M

鋤

M

田

M

鋤

M

馳

M
跏

79．622

．082

．022

．5

？o．814

．328

．28

．837

．711

．4

71．122

．577

．921

．567

、516

．625

．27

．837
．112

．6

82．420

．985

，019

．771

．4

】4．430

．27

．540

．812

．2

4．2t

n．s、

n．S．

｛2×（3｝

6，2． ・

　　　　（2｝〈〔3｝

n．S．

全 体 M298 ．4278 ．7309 ．83 ．3．

　 　 　 　 SD 　　68．1　 69，7　 65 ．3

（2）〈C3）

N 45　 　 41　　 114

・寧
pく．D1　

・

p〈．05　
’

p〈．IO

　TABLE 　3 に 示 し た よ う に ， 時間 的優勢性 に 関 し て

は ， 分散分析の結果 ， 進路決定自己効力の 全体得点 お

よび 「進路選択 」「情報 収集」 「自己評価」「計画立案」

「問題解決」の 下位尺度得点す べ て に お い て 1 ％ な い し

5 ％水準 で 有意差が 認 め ら れ た 。 ま た多重比較の 結果 ，

全体得点 に っ い て は，未来優勢群が 過去優勢群 と現在

優勢群よ りも有意に 高 く， 下位尺度得点 に つ い て は
，

「自己評価」以外の下位尺度すなわち 「進路選択」「情

報収集」「計 画 立 案」 「問題解決」に お い て ，未来優勢

群 が過去優勢群よ りも有意 に 高 か っ た 。 こ の こ と か ら ，

進路決 定 自己 効力が 高 い こ と と時 間的展望 が 未来 に 優

勢で あ る こ と との 間 に は有意な 関連が あ る こ と が わ

か っ た 。

　 TABLE　 4 に 示 した よ う に ， 時間的展開性 に 関 し て

は，進路決定 自己効力の 全体得点お よ び 「自己評価」

以 外 の 下位 尺度す な わ ち 「進路選 択」「情報 収集」「計

画立案」「問題 解決」の 得点に お い て ， 未来優勢群が過

去優勢群 よ り も有意 に高か っ た。こ の こ と か ら，進路

決定自己効 力 が 高 い こ と と時間的展望が未来 へ と 展 開

し て い る こ と との 間 に は有意 な関連が ある こ と が わ

か っ た。

　 TABLE　5 に 示 した よう に ， 時間的関連性 と 進路 決 定

自己効力尺度の 全体得点 お よ び 5 下位尺度得点 と の 間

に は曲線 的関係が 見 ら れ た 。 時間的関連性に 関 して 分

散分析 を行 っ た 結果 ， 進路決定 自己効力 の 全体得点と

「進路選択」「計画立案」の下位尺度得点 に つ い て 1 ％

な い し 5 ％水準 で有意な差が認 め られ た 。 また多重比

較 の 結果 ， 統合群が連続群 よ りも有意 に 高か っ た Q こ

の こ とか ら進路決定 自己効力 ， 特に 「進路選択 」「計画

立案」の 側面 の 効力感が 高 い こ と と過 去 ・現在 ・未来

の 統 合度が 高い こ と の 問に は有意 な関連が あ る こ と が

わ か っ た。

　 こ れ ら の結果よ り， 仮 説 1 は，時間的優勢性 ， 時 間

的展開性 に お い て は 支持 さ れたが ， 時間 的関連性に お

い て は部分的 に 支持 さ れ る に と ど ま っ た と い える。

　 進路決定 自己効力と未来イ メ
ー

ジ との 関連

　 前述 の よ うに ，進路決定 自己効力得点 と未来イ メ ー

ジ得点の 両者 とも ， 男女 間で有意な差 は見 られ な か っ

た の で ，男女込 み に して分析を行 っ た 。 進路決定自己

効力尺度 と未 来イ メ ージ尺度の 間の相関係数 を算出 し

た。TABLE 　6 に 示す よう に，「進路選択」の下位尺度得

点 と未来イ メージ得点の 間の相関 は比較 的強 く，「情報

収集」「自己評価 」「計画立案」「問題解決」の 下位 尺度

得点 と未来 イ メ ージ得点 の 間 の 相関 は弱か っ た 。 こ の

こ とよ り，未来イ メ ージが ポ ジ テ ィ ヴ で あ る ほ ど進路

決定 自己効 力 が高 い こ と が 示唆さ れ た 。 したが っ て ，

仮説 2 は ほ ぼ検証 さ れ た とい える。

考 察

　以下，進路 決定 自己効力尺度の 全体 得点 な ら び に 下

位尺度 得点 と Circ！es 　Test の 3 指標の 得点な らび に未
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TA 肌 E 　6 進路 決定 自己 効力得点 と未来イ メージ得点

間 の 相 関係 数

r N

進路 選 択

情報収 集

自己 評価

計画 立 案

問題解決

．40零 ・

．26亭 ’

．29騨

．3P 掌

，24“

2012D1201201201

全体得点　 ，35． ．

　 201

， ．

p〈．Dl　
・
p〈．〔｝5　

’
pく．10

来イ メ ージ尺度の得点 との 関連 に つ い て考察を試 み る 。

　 進路決定自己効力 尺 度の 全体得点 は
， Circles　Test

の 3指標 す べ て と有意に関連 して い た 。 時間的優勢性

に関 して は ，全体得点 は未来優勢群 ，現在優 勢群 ， 過

去優勢群 の 順 で 高 く， 未来優勢群 は現在優 勢群 と過去

優 勢群 よ P も有意 に高か っ た。過去 や現在 よ りも未来

が よ り優勢 で あ るほ ど ， 進路決定自己効力 は高 い と い

える。時間的展開性に 関し て は，末来展 開群が 過去展

開群 よ りも進路決定自己効力 尺 度 の 全体得点 は有意 に

咼 か っ た。時間的展望が過去か ら現在，現在 か ら未来
へ と展 開 して い る ほ ど，進路決定自己効 力は高 い と い

え る 。 時間 的関連性 に 関 して は ， 統合群 が 運続 群 よ り

も進路決定 自己効 力尺度の 全体得点 は有意 に 高か っ た。

時間的展望 に お い て 過 去 ， 現在 ， 未来が統合され て い

る ほ ど ， 進路決定 自己効力は高 い と い え る。 こ れ らの

結果か ら，時間的展望 に お い て 未来が 最 も優勢で あ る

と ， よ く将来を見通 せ
， 時間的展望が 過去 → 現在 → 未

来の 方向で展 開 され て い る と ， 未来指向的 に な り ， さ

ら に 過去 ， 現 在 ， 未来が 統合 さ れ て い る と ， 過去，現

在 ， 未来が 1 つ に ま とま り， そ の結果，過去，現在 ，

未来を よ く考慮 した 進 路決定行動 の 具体化 が 容易に な

る た め ， 進路決定行動 の 実行 の 確信度で ある進路決定

自己効力が 高 くな っ た と考え られ る 。

　進 路 決 定自己効力尺 度 の 下 位尺 度 得点 と Circles

Testの 3指標の 得点 の 間 に も有意 な関連が 得ら れ た。

時間的優勢性 に 関 して は ， 「自己 評価」以外 の 下位尺

度，すなわ ち 「進路選択」「情報収集 」「計画立案」「問

題解決」に お い て 未来優勢群が過 去優勢群 よ りも下位

尺度得点が 有意 に 高 く， さ ら に ， 「進路選択 」に お い て

は未来優勢群が現在優勢群よ りも， また 「計画立 案」

に お い て は 現在優 勢群 が 過去優勢群よ りもそれぞれ下

位尺度得点 が 有意 に 高か っ た 。 「自己評価」以外の下位

尺度 ， すな わ ち 「進路選択」 「情報収集」「計 画立案」

「問題解決」は い ずれ も過去 で は な く未来 を見 つ め て 行

わ れ る行動で あるの で ， こ れ らの 下位尺度 の得点 は未

来優勢群が 過去優 勢群よ り も有意 に 高 くな っ た もの と

考 え られ る 。 「進路選択 」に お い て未来優勢群 が 現在優

勢群 よ り下位尺度得点が有意 に 高か っ たの は ， 「進路選

択」 が 現在よ りも将来 の こ とを考慮 し て行われ る進路

決定行動で ある こ と に よ る と思わ れ る。「計 画立案」の

下位尺度得点 が現在優勢群が 過去優勢群よ りも有意 に

咼 か っ た の は ， 「計画立案 」が現在 を考慮 し て 行 われ る

度合 い の 高い 進路決定行動で あ る か らで あ る と思われ

る 。 「自己評価」の下位尺度得点 に有意に群間差 が 認 め

られ な か っ た の は，「自己評価」 は 「進路選 択」「情報

収集」「計画立 案」「問題解決」 ほ どに は未来を見 つ め

て 行 われ る進路決定行動 で は な い か ら だ と 推察 さ れ る 。

　時間的展開性 に 関 し て も，「自己評価」で は未来展開

群 と過 去展開群の下位尺度得点 に 有意な差 は認 め られ

なか っ たが，「進路選択」「情報収集 」「計画立案」「問

題解決 」 の 下位尺度得点 は未 来展 開群が過去展開群 よ

りも有意 に 高か っ た 。こ の こ とは ， 「進路選択」 「情報

収集」「計画立 案」「問題解決」 の 4 下 位尺度が ， 過去

よ りも現在，さらに 現在 よ りも未来 へ と意識が 広が っ

て い る未来指向で あ る時，行動 の 確信度が 高ま る進路

決定行動 で ある の に対 して ， 「自己評 価」の下位尺度は

未来指向的 で も過去指向的で もな い 進路決定行動 で あ

る こ と を 示 唆 して い る
。

　時間的関連性 に 関 し て は ，「進路選 択」と「計画立案」

に tsい て の み 統 合群が 連続群 よ りも下位尺度得点 が有

意 に 高 く， 「情報収集」「自己評価」「問題解決」に お い

て は 下位尺度得点 の 群間差は 認 め られ な か っ た 。 こ の

こ と は
， 「進路選択」 と 「計画立案1 は ， 「情報収集」

な らび に 「自己評 価」 「問題解決」 と比 較 す る と ， 過

去 ， 現在，未来 を統合的に 考慮す る こ と を よ り必 要 と

す る進路 決定行動で ある こ とを示唆 して い る。

　な お，進路決定 自己効力尺度 の 全体得 点 お よび 5下

位尺度得点 と時間的関連性 の 問 に は曲線的関係が 見 ら

れ ， 特 に ， 進路決定 自己効力尺度の全体得点お よび「進

路選 択」「計画立 案」の下位尺度得点 に 関 して は ， 連続

群 と 統合群 の間で有意な 差が 見 られ ， 原子群 と統合群

の 間 で 有意な差が 見 られな か っ た 。 そ の 理 由 と し て ，

次の 2 つ の 可能性が考え られ る 。 第 1の 理 由は ， 連続

群 は 時間的関連性 に 対 し て あ る程度 の ま と ま りが で き

る が ， そ の ま と ま りはあ い まい さ を残 したもの で あ る

た め か え っ て 不安 が高ま り，原子群 よ りも将来 の 行動

に 対す る 確信度が 低 くな っ たた め と推察 され る。第 2
の 理 由と し て ，Circles　Testの関連性 の 次元 の 妥 当性

に 問題が あ るとも考え られ る。しか し， こ れ ら の こ と
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は今後 の検討課題で あ る 。

　未来 イ メ
ー

ジ に 関 して は ， 進路決 定 自己効 力 の 全体

得点お よ び 「進路選 択」「情報収集」「自己評価」「計 画

立 案」「問題解決」の 5下位 尺度得点 と の 相 関係 数 か ら

判断す る と ， 両者 の間に 関連 が あ る こ とが わ か っ た。

こ れ は ， 未来 イメージがポ ジ テ ィ ヴで あれ ば ， 将来の

進路決定行動の 確信度が得やす い た め 進路決定自己効

力 が 高 くな り． また，将来 の 進路決 定行動 の 遂行確信

度が高ければ ， 将来の 見通 しが 肯定的 に な るため未 来

イ メージ が ポ ジ テ ィ ヴ に な る こ と を 示 唆 し て い る 。

　以上 ， 進 路決定 自己効 力 が高 い こ とと，時間的展 望

に お い て未来が優勢で あ り （時 間的優 勢性 ）， 時間的展 望

が 過去か ら現在 へ ，現 在か ら未来 へ の 方向で 展 開し て

い て （時間的展 開性）， 時間的展望 が 過去 ， 現在 ， 未 来 の

間に統合が な さ れ て い る こ と （時 間 的関 連性 〕， な ら び に

時間的展望 の 中 の 未来 イ メ ージ が ポ ジ テ ィ ヴ に 描か れ

て い る こ と 味 来 イ メ ージ ）と の 間 に 有意 な関連 が あ る こ

とが わ か っ た。進路決定自己効力 と時間的展望 と の関

連 は相互規 定的 で あ る と考 え られ ， 進路 決定 自己効 力

が高 く将来 の行動 に対す る確信度が 高まる と ， 来来に

向けた肯定 的 な時間的展望 が 開 け て くるし，逆 に 未来

に 向け た肯定的な時間的展望が 開け て くる と進路決定

自己効力が 高 くな る と考 え ら れ る 。 し か し ， 進路決定

自己効 力 と 時間的 展望 は併存的 な概念 で ，また，両者

の 関連 は相互規定的で ある と考え ら れ る と は い え ，

一

方の 方が 他方に 対 し て よ り強 く影響 を与え て い る可能

性が あ る 。
こ の 問題 は今後の検討課題 で あ る 。

　 ま た 本研究お よ び今後の 研究に よ っ て ， 進路決定自

己効 力 と時間 的展 望 と の 関連 ，
さ ら に 両者 の 間 の 具体

的で 詳細な規定関係が わ か っ て くる と ， 実際の 進路指

導に お い て，進路決定 自己効力が 低 く進路決定の た め

の 諸行動 をうま く遂行 で きな い 者 に ， 進路 目標 の 設定

や将来の行動 の具体化な どを通 じて 時間的展望 を持た

せ 進路決定自己効力を上 昇 さ せ る こ とや ， 逆に ，進路

決定 自己効 力 を上昇 さ せ 進路 目標の 設定な ど未来に 対

す る時間的展望 を持た せ る 具体策 を 立 て る た め の 示 唆

を得る こ と が で きよ う。 進 路指導 に お け る本研 究の 意

義は こ こ に あ る と考 え る。

　 最後に ， 本研究の調査対象者 は進路決定 を か な ワ意

識し は じ め る大学 3年生で あ るが ， 進路決 定まで に は

十分 な時 閤 の あ る 大学 1年生時 か ら進路決 定 に 迫 られ

て い る 4 年生 ま で の 間に は ， 進路決定自己効力 ， 時間

的展望 お よ び両者 の 関連は変容 し て い く可 能性が あ る。

そ こ で 今 後 は ， 学 年 が 進 む に つ れ て ， 進路 決定 自己効

力 ， 時聞的展望 お よ び両者の関連 は い か に変容 し て い

くの か 検討す る 必 要が あ る 。
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